
 
 

滑川町教育委員会だより 
「学んでよかった町へ -チーム滑川での教育-」 

  

     
 
 

  
 
  

「学校」、「地域」、「家庭」の役割 
 

子供たちに必要な資質・能力を育成していくための学校教育の役割は、社会への準備段階
であると同時に、学校そのものが、子供たちや教職員、保護者、地域の人々などから構成され
る一つの社会でなければなりません。子供たちは、学校も含めた社会の中で、生まれ育った環

境や障害の有無に関わらず、様々な人と関わりながら学びます。その学びを通じて、自分の存
在が認められることや、自分の活動によって何かを変えたり、社会をよりよくしたりすることができ
るなどの実感をもつようにすることが大切です。 
子供たちが、身近な地域を含めた社会とのつながりの中で学び、自らの人生や社会をよりよ

く変えていくことができるという実感をもつことこそ、新しい時代を切り拓いていくために必要な
資質・能力を育むために重要です。そのためには、学校が社会と接点を持ちつつ、多様な
人々とつながりを保ちながら学ぶことのできる、開かれた環境となることが不可欠です。 
このことは、社会に開かれた学校での学びが、子供たち自身の生き方や地域貢献につなが

っていくとともに、地域が総がかりで子供の成長を応援し、そこで生まれる絆を地域活性化の基
盤としていくという好循環をもたらすことになります。 
このように、学校は今を生きる子供たちにとって、社会との関わりの中で毎日の生活を築き上

げていく場であるとともに、未来の社会に向けた準備段階としての場でもあり、日々の豊かな生

活を通して、未来の創造を目指すものでもあります。 
 
 
 
 
 
 
だい 
先日、国立社会保障・人口問題研究所は、「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」

を公表しました。この推計は、将来の人口を都道府県別・市区町村別に求めることを目的とした
もので、令和２（2020）年の国勢調査を基に、令和 32（2050）年まで推計しています。この推計
から、これから町でやるべきこと、学校としてやるべきことが見えてくるのではないでしょうか。 
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「３つの合言葉」元気・学び・会話 
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町には、町への貢献や歴史に残る方々がいらっしゃいます。今月は「町ゆかりの偉人に関する
札」を紹介します。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                    

第２回 滑川さくらまつり 
２０２４年３月３０日（土）10:00～17:00 
滑川町役場駐車場＜予備日３月３１日（日）＞ 

「図書館さくらまつり」 

・ワークショップ（しおりづくり） 図書館２階 10:00～１６：００ 

・青空おはなし会 エコミュージアムセンター 1 回目１３：００、2 回目１４：００ 

「滑川中学校吹奏楽部オープニング演奏」特設ステージ ９：３０～ 

水房の石川寅次郎は、江戸に出て歌舞伎の修行をし、芸名を坂東又四郎と名乗り、地

元に帰り、農山村歌舞伎を興しました。この歌舞伎を喜の字屋連と言いました。この様子

を、絵馬にして嵐山町の鬼鎮神社に奉納してあります。 

本格的な農村歌舞伎として、村内はもとより近郷各地の祭礼に出演し、水房の地芝居と

して親しまれてきました。他に羽尾裏郷の栄連、下福田の大正団などがあります。 

愚禅和尚 筆と心は 今もなお 

今から 250 年前、愚禅和尚は、羽尾の興長寺の住職でした。和尚は、徳の高い人で多

くの人に慕われ、また、立派な書を書き、中尾の慶徳寺や福田の成安寺・裏郷の馬頭尊な

どにその筆跡が刻まれ、今も残されています。 

宝暦 12年(1762年)羽尾村に、興長禅寺 20世住職となり、その後、加賀の大乗寺（石川

県）の管主にもなった名僧です。 

滑川町のよさを知ろう！ 「滑川郷土かるた」を通して  №１４ 

絵馬にのこる 農村歌舞伎 喜の字屋連 

月輪で 批木を考案 勘左衛門 

昔は、おむすびなどを包むのに、竹の皮が用いられていました。ところが、江戸時代の
末期にこの竹が全部枯れてしまった年がありました。そのとき月輪の宮嶋勘左衛門は、赤
松を幅広く薄く削ることを考案し、竹皮に代わる包装材を作りました。これが批木です。 
批木づくりは、月輪、水房、羽尾地区で明治から昭和 30 年頃まで行われていました。農

家の冬場仕事の現金収入として全農家の６割が生産していました。 

錦かざった 山田生まれの 音羽山 

下山田生まれの、音羽山峰右衛門は、江戸時代末期の力士でした。幕内中軸でがんば

り横綱不知火を破ったこともありました。引退後は雷権太夫を継ぎ、相撲協会理事長になり

後進の育成に努め明治２年に亡くなりました。 

初土俵は文政 12年（1829年）２月２段目でした。とても穏やかな容貌で、天保７年（1836

年）で新入幕、最終の弘化２年（1845 年）まで通算 18 場所で、39 勝 63 敗３預 69 休の成

績をおさめたそうです。 


